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SOA対応ERPパッケージで実現する
コンポジットアプリケーション開発

サービス化された
ERPパッケージ

従来のERP（企業資源計画）パ
ッケージは、会計や人事、給与、
在庫管理などの大きな業務の単位
で機能がまとめられていたため、
必要のない膨大な機能群からどの
機能を使うかを選択しなければな
らなかった。また、パッケージが
前提にしているプロセスに合わせ
て自社の業務プロセスを変更した
くない場合には、アドオン（拡張
機能）開発が必要であった。さら
に、既存システムとデータをやり
取りするためには、インターフェ
ースプログラムを開発する必要も
あった。このことから、ERPパッ

ケージは拡張性に乏しく、既存シ
ステムの資産も活用しにくいとい
う不満を持つ利用者が少なくなか
った。

利用者のこうした不満を解消す
るものとして期待されるのが、膨
大な機能を小さな単位に分け、
個々に利用できるサービスとして
提供する「SOA（サービス志向
アーキテクチャー）対応ERPパッ
ケージ」である。同パッケージに
より、これまでのように既存シス
テムの資産をERPパッケージに一
斉に置き換えることなく、既存シ
ステムや外部システムのサービス
と、ERPパッケージのサービスと
を組み合わせたコンポジットアプ

リケーションを開発することが可
能になった（図１）。

SOA対応ERPパッケージの特
徴を整理すると次のようになる。

①業務に必要なサービスだけを
導入できるため、自社の業務
プロセスをERPパッケージに
合わせる必要がない

②サービスを段階的に導入でき
るため、将来の業務の拡張や
変更にも対応しやすい

③SOA基盤を利用することで
既存システムの資産や他シス
テムとの連携がしやすい

野村総合研究所（NRI）は、S 
OA対応ERPパッケージが業務シ
ステムにどのように活用できるか
を検証するため、プロトタイプシ
ステムによる実証実験を行った。

以下では、上述の①～③の利点
について、検証結果を踏まえて確
認したい（表１）。

業務プロセスに合わせて
導入できる柔軟性

まず、①の利用者の業務プロセ
スに必要な機能だけを導入できる
点について説明する。

従来型のERPパッケージのよう
に、利用者の業務プロセスをパッ
ケージが前提とするものに合わせ
る必要がなくなる。パッケージに
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最近の主要なERPパッケージはSOAに対応し、機能が
小さな単位でサービス化されている。これにより、ERP
パッケージの必要なサービスと、既存システムや外部サー
ビスを容易に連携させることができるようになった。利用
者は、①業務に必要なサービス（機能）だけを導入できる
ため、自社の業務プロセスをERPパッケージに合わせる
必要がない、②サービスを段階的に導入できるため将来の
業務の拡張や変更にも対応しやすい、③SOA基盤を利用
することで既存システム資産や他システムとの連携がしや
すい──といった３つの恩恵が得られる。その結果、既存
システムを活かしながら短期間、低コストでコンポジット
アプリケーションを開発することができるようになる。
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含まれている膨大な機能群から必
要な機能だけを取り出して、利用
者の業務プロセスに合わせて使う
ことが可能だからである。従来は、
ERPパッケージの導入効果を高め
るためには既存の基幹業務システ
ムをERPパッケージにそっくり入
れ替える必要があった。その必要
がなくなれば、ERPパッケージの
導入に対する敷居はかなり低くな
る。

実証実験の結果からは次の点が

明らかになった。

Ⓐ必要なサービスを見つけ出すの
が困難
ERPパッケージの膨大なサービ

スは、「サービスリポジトリ」と
いうデータベースで管理されてい
る。利用者は、利用したいサービ
スをそのデータベースから検索し
て探し出す必要があるが、求める
サービスを見つけ出すのは、現時
点では容易ではない。ただし検索

機能は改善されてきているので、
この課題は遠からず解決されるで
あろう。

Ⓑサービスの利用にはパラメータ
設定が必要
ERPパッケージを利用する場

合、一般に業務に応じてパラメー
タを設定するが、これはSOA対
応ERPパッケージでも同じであ
る。すなわち、利用したいサービ
スに該当するパラメータ設定を行

図1　SOA対応ERPパッケージを活用した業務プロセス構築のイメージ

ERPパッケージを活用したコンポジットアプリケーションの実現従来のERPパッケージによる業務プロセスの構築
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表1　SOA対応ERPパッケージの導入パターン（従来のERPパッケージとの比較）

SOA対応ERPパッケージ 従来のERPパッケージ

対象システム範囲 利用者が必要とする業務機能（サービス）単位で導入 ERPパッケージの業務コンポーネント単位で導入

導入の進め方 1業務の1つの処理から導入が可能（短期繰り返し型）。業務の変
更を伴わずに済む

既存システムからの大幅な業務変更など、全社を
巻き込んだ形での導入

導入計画 Webサービスを利用できるので、既存システムとの連携が容易。
小さく始めて、中長期的に導入を考えていくことができる

既存システムとの統合が困難なため、業務単位（会
計・人事・購買など）での一斉導入が一般的
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ったうえでそのサービスを利用す
る必要がある。

なお、従来のERPパッケージで
もSOA対応ERPパッケージでも、
パッケージを利用するには機能を
熟知する必要がある点は同じであ
る。それでも、従来のERPパッケ
ージと比較すれば、導入の柔軟性
が飛躍的に増したことは間違いな
い。

段階的な導入が容易
次に、74ページ②のサービスを

段階的に導入できる点について説
明する。

たとえば、旅費精算業務をERP
パッケージで処理する場合、これ
までは「人事管理」コンポーネン
トを導入し、人事管理業務全体を
ERPパッケージに合わせる必要が
あった。これに対してSOA対応
ERPパッケージは、旅費精算のサ
ービスだけを導入すればよいの
で、業務をERPパッケージに早期
に移行できる。このようにして、
業務を必要に応じて段階的にERP
パッケージのサービスに移行させ
ていけばよい。

段階的に導入できるもう１つの
メリットは、アドオン開発を減ら
せることである。これまでのERP
パッケージ導入時のように全業務

を一斉に移行する必要はなく、
ERPパッケージに適合する業務だ
けを移行させればよいので、アド
オン開発の必要性が低くなる。ま
た、サービス間連携機能がSOA
により提供されているため、シス
テム間インターフェース部分の追
加開発も、これまでより生産性が
高い。

このように段階的に導入すれ
ば、必要な機能だけを適切なコス
トで継続的に導入することも可能
となる。

実証実験からは次の点が明らか
になった。

ⓐベンダーによって異なるサービ
スの単位
SOA対応ERPパッケージのサ

ービスは、汎用性を高めるために
最小単位で提供される場合が多
い。従来のERPパッケージでは、
外部プログラムからパッケージの
機能を利用できるようにするため
にはAPI（アプリケーションソフ
トで使用する命令・関数を定めた
規約、またはそのプログラム）を
利用するが、SOA対応ERPパッ
ケージのサービス単位はそのAPI
より小さいことが多い（複数の
APIを組み合わせてサービスを提
供する場合もある）。サービスの

単位には規格がなく、ベンダーに
よって１つのサービスがカバーす
る範囲が異なることに注意する必
要がある。

これらの違いはベンダーの考え
方の違いを反映しており、どちら
が優れているとは一概にはいえな
い。複数のベンダーの製品を組み
合わせる場合は、それぞれのベン
ダーの考え方を理解することが必
要となる。実際には、最初に利用
する製品のベンダーの考え方を理
解しておけば、後で導入する別の
製品の考え方を理解するのにもそ
れほど大きな困難はないであろ
う。

ⓑサービスの利用順序には注意が
必要
提供されるサービスの利用順序

に制約ケースがある。たとえば会
計処理の業務で管理会計のサービ
スを使いたい場合、財務会計のサ
ービスを使って処理してからでな
いと使えないケースなどである。

段階的に導入する場合でも、こ
のように提供されるサービスの単
位や利用順序のルールを理解する
必要があるが、SOA対応ERPパ
ッケージは、従来のERPパッケー
ジでは考えられない柔軟な形で、
利用したいサービスを徐々に増や
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していけることは大きな利点であ
る。

コンポジットアプリケー
ションの開発が可能に

最後に、74ページ③のSOA基
盤を利用して既存システムや外部
サービスと連携させるコンポジッ
トアプリケーションの開発につい
て説明する。

SOAに対応しているシステム
であれば、利用者の既存システム
であっても外部サービスであって
も、連携させることが可能である。
さらに、SOAに対応していない
システムとの連携についても、
ERPパッケージのベンダーがさま
ざまなインターフェースアダプタ
ーを提供しているため、連携の選
択肢は広がっている。たとえば、
マイクロソフトのデータベースソ
フト「Access」で作成したシス
テムとの連携も、ERPパッケージ
側のSOA基盤としてJDBC（Java
プログラムからデータベースにア
クセスするためのAPI）または
ODBC（マイクロソフトが提唱す

るデータベースにアクセスするた
めのAPI）のアダプターが提供さ
れていれば連携が可能である。

WSDL（Webサービスの利用方
法を記述するための言語仕様）で
も連携は可能だが、WSDLのバー
ジョンがサービスの要求側と提供
側で合っていないと連携が困難に
なることが前述の実証実験で明ら
かになった。バージョンが合って
いても、サービス提供側の解釈や
利用方法によっては、サービスの
要求側とつながらない場合もあっ
た。しかしこのような問題は、
EJB（サーバー側の処理を含む
Javaのプログラム部品）を作成し
てその差異を吸収すれば解消する
ことができる。

知識・技術・ノウハウが重要
これまで述べたように、既存シ

ステムとSOA対応ERPパッケー
ジとを部分的・段階的に組み合わ
せることにより、既存システムを
活かしながら短期間・低コストで
コンポジットアプリケーションが
開発できるようになる。組み合わ

せ時の留意点はいくつか述べた
が、従来のERPパッケージと比較
すると自由度はかなり広がってい
る。

今後はERPパッケージもクラウ
ドコンピューティングのサービス
として提供されるようになること
が予想される。そうなると、ERP
パッケージを利用者のシステム基
盤に導入するのではなく、ERPの
サービスを活用してコンポジット
アプリケーションを構築するスタ
イルが浸透していくと考えられ
る。それによってERPパッケージ
を導入する敷居はますます低くな
るであろう。

こ の た め、SOA対 応ERPパ ッ
ケージの根底にあるERP、および
SOAに関する知識と、それを組
み合わせてシステムを実際に構築
する技術やノウハウがますます重
要になるであろう。
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